
　吉里区は広川と長延川の恵みを受ける、自然豊かな田園地帯です。農
業と伝統工芸が盛んで、平成 25 年に策定した「地域づくり計画書」では、
「区民の安全安心をまもり人と人とをつなぐ区」を掲げています。
　区民みんなで交流を深めつつ、互いを気遣いながら、心豊かな地域を
目指して事業を進めています。

安全安心に暮らせる地域づくり

　自主防災組織を設置して防災訓練
を行うなど、地域の防災・防犯意識
を高める活動を実施しています。また、
安全な道路環境を整えるため、町と
協働で危険個所を改善しています。

防災訓練→

ふれあいと絆の地域づくり

　公民館を拠点に、ミニバレーボール大会やグラウンドゴルフ大会など
の交流活動を行ってます。そのほか互いが支え合い、地域で子どもを育
てる環境づくりを目指し、各種事業を実施しています。

　　　ミニバレーボール大会　　　　　　グラウンドゴルフ大会

豊かな生活環境の地域づくり

　区内のごみ拾いや壮年部による除
草作業など、環境美化活動で住みよ
い生活空間づくりを行っています。
また、地域をあげてマナーアップに
取り組んでいます。

環境美化活動→

　活動拠点である公民館は、平成 30 年度一般コミュニティ助成事業（宝
くじ普及事業）を活用して設備・備品を充実させました。これにより地
域住民の集い、ふれあいがますます活発になっています。
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地域コミュニティ推進事業

vol.30

敬老会

子ども会活動
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より深く知るために、次のようなキーワードで検索してみましょう。

SDGs( 持続可能な開発目標 )とは、国連で日本を含む全世界が同意した 2030 年までに達成すべき目標です。

SDGs: 目標３「すベての人に健康と福祉を」
達成のために広川で頑張っている人�➡�「広川町社会福祉協議会」

HIROKAWA SDGs PROJECT

広
川
短
歌
会

　町内各地で行われているサロン活動ですが、広川町
社会福祉協議会（以下「社協」）が伴走役（※）をして
いることはご存知ですか？
　社協では「住民主体」だからこそ実現できる福祉が
あると考えています。
　あくまで主役は住民で社協は伴走役。住民が主体で

あるからこそ、それぞれの課題は自分たちのものにな
り、一人ひとりの役割が生きがいに繋がります。
　「サロンに行くと元気になる」「なじみの顔を見てホ
ッと安心するのは、実はお互いを見守ってるのかも」
サロン参加者のこんな感想の裏には名脇役がいます。
（※）寄り添いながら、補助的に動く立場

社会福祉協議会 援助する前に考えよう

　困っている人が主体でなく支援の対象となった場合、何が起こ
るでしょうか。支援する人の「あの人のために〇〇をしなきゃ」、
支援される人の「〇〇してもらって申し訳ない」という考え方が
浸透し、意図せず居心地の悪い空間をつくってしまいます。
　しかし困っている人が主体となった場合は、問題が「自分ごと」
になり、困っている人も課題を解決する「仲間」になります。
　この福祉の基本的な考え方は、国際協力や、開発援助でも同じ
ことがいえます。あなたのその支援は本当に必要でしょうか？
　支援する前にもう一度、考えてみましょう。
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